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２-２ 横浜市外の社会資源 

 
１）都道府県、指定都市の精神保健福祉センター 

精神保健福祉センターは、「精神保健の向上及び精神障害者の福祉の増進を図るた

め」に設置された相談機関で、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第６条に規

定されているとおり、精神保健及び精神障害者の福祉に関する知識の普及を図り、調

査研究を行い、並びに相談及び指導のうち複雑困難なものを行うとともに、精神医療

審査会の事務のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものを行う施設として都

道府県（指定都市を含む）に設置されている。 

精神保健福祉センターの業務は、企画立案、技術指導及び技術援助、教育研修、普

及啓発、調査研究、資料の収集、分析及び提供、精神保健福祉相談、組織の育成、精

神医療審査会の審査に関する事務並びに自立支援医療（精神通院医療）及び精神障害

者保健福祉手帳の判定などに大別されるが、それらは極めて密接な関係にあり、これ

らの業務の総合的な推進によって地域精神保健福祉活動の実践が行われなければな

らないとされている。 

 

①精神保健福祉センターの業務 

  ○企画立案 

  地域精神保健福祉を推進するため、都道府県の精神保健福祉主管部局及び関係

諸機関に対し、専門的立場から、社会復帰の推進方策や、地域における精神保健福

祉施策の計画的推進に関する事項等を含め、精神保健福祉に関する提案、意見具申

等をする。 

   

  ○技術指導及び技術援助 

  地域精神保健福祉活動を推進するため、保健所、市町村及び関係諸機関に対し、

 専門的立場から、積極的な技術指導及び技術援助を行う。 

 

   ○人材育成 

保健所、市町村、福祉事務所、障害者自立支援法に規定する障害福祉サービスを

行う事業所等その他の関係諸機関等で精神保健福祉業務に従事する職員等に、専

門的研修等の教育研修を行い、技術的水準の向上を図る。 

 

  ○普及啓発 

  都道府県規模で一般住民に対し、精神保健福祉の知識、精神障害についての正しい

知識、精神障害者の権利擁護等について普及啓発を行うとともに、保健所及び市町村

が行う普及啓発活動に対して専門的立場から協力、指導及び援助を行う。 
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○調査研究 

地域精神保健福祉活動の推進並びに精神障害者の社会復帰の促進及び自立と社

会経済活動への参加の促進等についての調査研究をするとともに、必要な統計及

び資料を収集整備し、都道府県、保健所、市町村等が行う精神保健福祉活動が効果

的に展開できるよう資料を提供する。 

 

  ○精神保健福祉相談 

センターは、精神保健及び精神障害者福祉に関する相談及び指導のうち、複雑又

は困難なものを行う。心の健康相談から、精神医療に係る相談、社会復帰相談をは

じめ、アルコール、薬物、思春期、認知症等の特定相談を含め、精神保健福祉全般

の相談を実施する。センターは、これらの事例についての相談指導を行うためには、

総合的技術センターとしての立場から適切な対応を行うとともに、必要に応じて

関係諸機関の協力を求めるものとする。 

 

  ○組織育成 

地域精神保健福祉の向上を図るためには、地域住民による組織的活動が必要で

ある。このため、センターは、家族会、患者会、社会復帰事業団体など都道府県単

位の組織の育成に努めるとともに、保健所、市町村並びに地区単位での組織の活動

に協力する。 

 

  ○精神医療審査会の審査に関する事務 

  精神医療審査会の開催事務及び審査遂行上必要な調査その他当該審査会の審査

 に関する事務を行うものとする。 また、法第 38 条の４の規定による請求等の受

 付についても、精神保健福祉センターにおいて行うなど審査の客観性、独立性を確

 保できる体制を整えるものとする。 

 

  ○自立支援医療（精神通院医療）及び精神障害者保健福祉手帳の判定 

  センターは、法第 45条第１項の規定による精神障害者保健福祉手帳の申請に対

 する判定業務及び障害者自立支援法第 52条第１項の規定による自立支援医療（精

 神通院医療）の支給認定を行うものとする。 

 

出典：全国精神保健福祉センター長会ホームページ 
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表：全国精神保健福祉センター一覧 

（全国精神保健福祉センター長会ホームページより作成） 
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②全国の精神保健福祉センター69 か所の中から、アルコール、薬物、ギャンブルの依

存症について、■回復プログラム、■家族教室・研修、■冊子やリーフレットの作成、

講演会の実施等による普及啓発、の実施状況に関して、情報収集を行った。 

  

 
【北海道立精神保健福祉センター】 

北海道立精神保健福祉センターでは、家族セミナーの開催、研修実施のほか、本人

や家族を支援するための民間団体の活動をサポートするグループ支援を行っている。 

 

■家族教室 

平成 28 年度に、薬物問題を持つ人のご家族の方々が、薬物依存症について理解

し、対応方法を考える１日「ワンデイ・セミナー」を開催した。 

 

「ワンデイ・セミナーのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

・冊子 

薬物依存相談に関して、回復施設や自助グループなども紹介したパンフレット

を発行している。 

 

「薬物依存相談の案内リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 

 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               46 

・研修会 

精神障害を持つ方に関わっている市町村の担当や福祉関係施設・医療施設職員

などへの精神保健福祉の基礎的研修を行っている。また、従来から関わってきた

方々に対しての専門研修も行っている。 

 

「平成 28年度の教育研修計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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・グループ支援 

本人や家族を対象としたさまざまなグループ支援を行っている。 
 

〈支援グループ〉 

「薬物依存症回復支援研究会（ドラ研）」 

薬物問題を持った当事者が薬物を止めるための具体的手立てを学習し、仲間

との出会いを通して、依存症からの回復を支え合うグループで、毎月第１・３

木曜日の 14：00～15：30に活動を行っている。 

 

「薬物依存症回復支援～ドラ研～のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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「ギャンブル研究会」 

 ”ギャンブルをやめたい”と思っているのにやめられない方を対象に、毎月

第２・４火曜日 18：30～20：00に活動している 

 

「平成 29年３月のグループ活動日程の案内チラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：北海道立精神保健福祉センターホームページ 
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【栃木県精神保健福祉センター】 

栃木県では、民間団体に委託し、薬物依存症からの回復や社会復帰を支援するプロ

グラムを実施しているほか、自助グループへの参加のステップであるアディクショ

ンミーティング「ＴＡＬＫ」や薬物乱用・依存症者の家族援助を目的とした、「ガイ

ドポスト」（薬物依存を家族と共に考える会）を実施している。 

 

■回復プログラム 

平成 21 年度から、覚醒剤、大麻、麻薬、あへんなどの違法薬物等による薬物依

存症からの回復を目指す「栃木県薬物再乱用防止教育事業」、「薬物相談事業」、家

族の精神的な支援を行う「家族会事業」、プログラム修了者に対する定期的な「経

過観察指導事業」を統括した薬物依存症対策事業を実施している。 

栃木県薬物再乱用防止教育事業では、県から委託を受けた薬物依存症からの回

復及び社会復帰を支援する民間団体が、違法薬物等を使用したいという欲求を解

消させる方法を組み入れたプログラムを年間 60回実施しており、受講者は、委託

業者が指定した会場に通いながら、原則回復するまで続けられる。 
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「薬物再乱用防止教育事業案内のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：栃木県精神保健福祉センターホームページ 
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■グループワーク・家族教室 

「嗜癖関連問題ミーティング（ＴＡＬＫ）」 

精神保健福祉センターで個別相談を受けている方で、自助グループへの参加が

必要と思われる方を対象に、自助グループへのステップとして、ミーティングを

実施している。 

 

「嗜癖関連問題ミーティング（ＴＡＬＫ）のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：栃木県精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物依存を家族と共に考える会（ガイドポスト）」 

平成 10 年９月から、薬物乱用・依存症者の家族への援助の一環として、「ガイ

ドポスト」（薬物依存を家族と共に考える会）を開始している。この会は、薬物

依存症者を抱えた家族に対して心理教育的なアプローチを用い、薬物依存症に

ついての正しい知識を獲得し、回復につながる対応を学んでもらい、家族が問

題に巻き込まれ混乱した状況や孤立した状況から解放されることで、薬物依存

症者自身の回復や自立を促していくことを目的としている。 
 

「薬物依存を家族と共に考える会（ガイドポスト）のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

出典：栃木県精神保健福祉センターホームページ 
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【群馬県こころの健康センター】 

群馬県こころの健康センターは、精神保健福祉法で定める「精神保健福祉センター」

であるとともに、群馬県の精神科救急医療体制の中の「精神科救急情報センター」と

なっている。依存症の家族教室や、家族のための回復プログラム（ＧＩＦＴ）を行っ

ている。 
 

■家族教室 

「依存症者の家族教室」 

薬物やアルコール等の問題で困っている家族の方を対象に、本人への対応の仕方

について学ぶために、「ＧＩＦＴ」というプログラムを実施している。 

また、ＧＩＦＴの他にも、回復した当事者や家族、依存症専門病院からの講義や

講話、参加者が困っていることや経験を話したり、アドバイスがもらえるミーティ

ングなども行っている。 

 

◎概要  

日時 毎月第２火曜 午後１時 30分～４時 00分 

会場 群馬県こころの健康センター 

 

回 講義内容 講師 

１ 薬物依存症からの回復パターン ダルクスタッフ 

２ 本人からのメッセージ ダルクスタッフ 

３ 薬物依存症とは センター医師 

４ 家族グループミーティング センター職員 

５ 薬物依存症に纏わる法律 弁護士 

６ 先輩家族からのメッセージ 回復者家族 

７ 家族の対応とカウンセリングについて 臨床心理士 

８ 薬物依存症の対応 精神科医師 

９ 気持ちが楽になるコミュニケーションのとり方 アサーティブトレーナー 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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「ぐんま依存症ファミリートレーニング（GIFT）テキストの表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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■普及啓発 

平成 26 年度に、群馬県こころの県民講座（県民カレッジ連携講座）で薬物依存

症に関する講座を開催。 

その他、渋川保健福祉事務所主催でインターネット依存の対応と予防の研修を

行っている。 

 

 
 

 

「薬物依存研修のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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「インターネット依存の対応と予防の研修チラシ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：群馬県こころの健康センターホームページ 
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【埼玉県立精神保健福祉センター】 

埼玉県精神保健福祉センターでは、さいたま市を除く埼玉県民向けにアルコール

依存症と薬物依存症の家族教室を開催している。 

 

■家族教室 

埼玉県立健康保険福祉センターでは、「アルコール依存症家族教室」と「薬物依

存症家族教室」と開催しており、埼玉県民（さいたま市以外にお住まいの方）で、

依存症の方のご家族を対象としている。まずは来所相談を行い、相談を継続する中

で、希望に応じて家族教室を案内している。 

主な開催内容は、以下のとおりである。 

 

〈アルコール依存症家族教室〉 

内容 講師・助言者 

第１回アルコール依存症について 精神科医師 

第２回家族の中で起きていること 精神保健福祉士、臨床心理士、看護師など 

第３回本人の回復・自助グループについて アルコール依存症自助グループ メンバー 

第４回家族の回復について 家族の自助グループ メンバー 

 ＜日時＞火曜日午後１時 30分から３時 00分まで 

 ※全４回でひとつのコースで、必ず４回続けて参加 

出典：埼玉県立精神保健福祉センターホームページ 

 

 

〈薬物依存症家族教室〉 

内容 講師・助言者 

第１回アルコール依存症について 精神科医師 

第２回家族の中で起きていること 精神保健福祉士、臨床心理士、看護師など 

第３回本人の回復・自助グループについて アルコール依存症自助グループ メンバー 

第４回家族の回復について 家族の自助グループ メンバー 

＜日時＞火曜日午後１時 30分から３時 00分まで 

   ※全４回でひとつのコースで、必ず４回続けて参加 

出典：埼玉県立精神保健福祉センターホームページ 
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【さいたま市こころの健康センター】 

さいたま市こころの健康センターでは、ギャンブル依存症を特集するホームペー

ジが開設されており、ギャンブル依存症の自己チェックが掲載されている。 

 

■普及啓発 

・ホームページ 

ギャンブル依存症の主な症状や支援方法の他、ギャンブル依存症の自己チェッ

ク表が掲載されている。 

 

「ギャンブル依存症の自己チェック表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：さいたま市こころの健康センターホームページ 
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【東京都立精神保健福祉センター、東京都立中部総合精神保健福祉センター、東京都立

多摩総合精神保健福祉センター】 

東京都には、３か所のセンターがあり、各センターで、アルコール、薬物、ギャン

ブル等の依存症関連の相談（本人向け、家族向け）の回復プログラムを実施している。

また依存症関連のリーフレットや冊子の作成や研修等により、普及啓発に取組んで

いる。 

 

■回復プログラム 

「依存症回復プログラム」（東京都立精神保健福祉センター） 

薬物問題からの回復を目指す本人を対象にしたプログラムを実施。全 24回のコ

ースで、どの回からでも、何回でも参加可能。テキストを中心にして、グルー

プ形式で実施。 

（１）日時   毎月第１から第４火曜日の午後２時から３時 30分 

（２）会場   精神保健福祉センター会議室 

（３）対象   薬物問題でお困りの方（本人） 

（４）参加費  無料 

（５）参加方法 電話で相談。本人との面談後、参加可否の連絡。 

               場合によっては、よりよいと思われる機関のご紹介もある。 

 

「ＴＡＭＡＲＰＰ（タマープ）」 

（東京都立多摩総合精神保健福祉センター） 

 薬物やアルコールの依存の問題で困

っている方を対象に、薬物やアルコー

ルを使わない生活を続けていくための

プログラムを実施。認知行動療法のテ

キストを用いたプログラム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＴＡＭＡＲＰＰ（タマープ）のチラ

シ」 

出典：東京都立多摩総合精神保健福祉センターホームページ 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               60 

■家族教室 

「薬物相談家族教室」（東京都立精神保健福祉センター） 

薬物問題を持つ家族の方への教育プログラムを実施。 

家族自身が薬物依存症に対する正しい知識と適切な対応を学ぶことを目的とし

ている。 

 

◎概要  

日時 毎月第１・第２・第３水曜日の午後１時 30分から３時 30分まで 

会場 精神保健福祉センタ－会議室 

対象 薬物問題を持つ家族の方及び関係機関職員の方 

回 講義内容 講師 

１ 薬物依存症からの回復パターン ダルクスタッフ 

２ 本人からのメッセージ ダルクスタッフ 

３ 薬物依存症とは センター医師 

４ 家族グループミーティング センター職員 

５ 薬物依存症に纏わる法律 弁護士 

６ 先輩家族からのメッセージ 回復者家族 

７ 家族の対応とカウンセリングについて 臨床心理士 

８ 薬物依存症の対応 精神科医師 

９ 気持ちが楽になるコミュニケーションのとり方 アサーティブトレーナー 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「アルコール・ギャンブル家族教室」（東京都立精神保健福祉センター） 

アルコール・ギャンブル問題を持つ族の方へ家族教室を実施。 

プログラムは１クール６回で、参加はどの回からも可能で、何回でも参加

可能。参加希望者にはあらかじめ個別面接を受ける必要がある。（予約制） 

 

(１)日時 第１木曜・第２木曜・第３木曜 午後１時 30分から午後３時 30分 

(２)会場 都立精神保健福祉センター 

(３)対象 アルコール・ギャンブル問題を持つ家族の方及び関係機関職員の方 

 

回 講義内容 講師 

１ 
依存問題の背景とは？ 

様々な依存症の家族対応 
精神保健福祉士 

２ アルコール問題と対応のしかた 
心理職 

精神保健福祉士 

３ 依存症とは？ センター医師 

４ 
酒なし生活術 

家族グループミーティング 

センター職員 

回復者本人 

５ 
依存症と家族の心理 

家族のコミュニケーション 

アサーティブトレーナー 

心理職 

６ 回復途上者からのメッセージ 回復者本人 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「『アルコール・ギャンブル依存症』家族講座（中部総合精神保健福祉センター）」 

電話相談の他、薬物問題について個別相談を継続中の方を対象として、アルコ

ール・ギャンブルなどの家族を対象とした、家族講座も実施している。 

 

 ◎概要  

  毎回金曜日 午前 10時から 12時まで 

  ・家族が薬物の問題についての正しい知識を身につける。 

  ・対応方法や解決方法を学ぶ。 

  ・家族が自分自身の回復について学ぶ。 

平成 28 年度プログラム 

☆１回 依存症とは 

☆２回 依存症への対応と家族の回復 

     ３回 依存症医療とその実際 

     ４回 先行く回復者からのメッセージ 

     ５回 先行く家族からのメッセージ 

☆６回 依存症をめぐる法律問題への対応 

☆７回 上手なコミュニケーションで治療につなげる 

（☆はギャンブル対象） 

 

出典：東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物・アルコール等家族教室」 

薬物やアルコール等の問題を抱える家族を対象として、週１回火曜日に家族教

室を実施している。 

 

「薬物・アルコール等家族教室のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立多摩総合精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

アルコール、薬物、ギャンブルに関して、リーフレットを作成し、普及啓発を図

っている。 

 

「アルコール依存症関連のリーフレット」（３か所共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物依存症関連のリーフレット」（３か所共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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「ギャンブル依存症関連のリーフレット」（３か所共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立精神保健福祉センターホームページ 
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■その他プログラム 

「ＯＰＥＮ（若者向け薬物乱用防止プログラム）」 

（都立中部総合精神保健福祉センター） 

近年、高校生や大学生など若者における薬物問題が注目されているため、東京都

立中部総合精神保健福祉センターでは、「認知行動療法」をベースとして若者向け

の薬物乱用防止プログラムを開始している。このプログラムでは、ワークブックを

用いて、再乱用に至るメカニズムの理解や、再乱用を防止するための対処スキルを

身につけていく。 

「OPEN（若者向け薬物乱用防止プログラム）のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 
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「OPEN（若者向け薬物乱用防止プログラム）の内容」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 
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【長野県精神保健福祉センター】 

長野県精神保健福祉センターでは、アルコール、薬物、ギャンブルの全ての依存症

者に対応する独自の回復プログラム「ＡＲＰＰＳ」を作成し、実施している。また、

アルコール、薬物、ギャンブル依存症に関する多様な冊子やリーフレットを作成し、

普及啓発に取組んでいる。 

 

■回復プログラム 

・「ＡＲＰＰＳ」 

長野県内では、こころの医療センター

駒ケ根で、同院に入通院している薬物  

依存症者を対象とした治療・回復プロ

グラムの「ＫＯＭＡＲＰＰ（コマー

プ）」が活用されているが、アルコー

ルやギャンブル依存症者も含めて県内

のどこででも活用できるプログラムが

求められていたことから、依存症の治

療・回復プログラムの普及を図る厚生

労働省の助成事業を活用して、アルコ

ール･薬物･ギャンブルの依存症者に対

する長野県独自の治療・回復プログラ

ム「ＡＲＰＰＳ」を作成した。 

「ＡＲＰＰＳ」は、薬物、アルコー

ル、ギャンブル依存症者を対象とする

治療・回復プログラムであり、概ね十

数回程度のグループミーティングによ

り、依存症の特性を理解し、回復のた

めに必要な考え方や生き方、コミュニ

ケーションスキルなどを学び、実践す

るプログラムである。長野県精神保健

福祉センターでは、「ＡＲＰＰＳ」を活

用したプログラムを実施するほか、医

療機関等に普及を図っている。 

 

 
  

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室・研修会 

平成 28 年度に開催した家族教室、及び研修会は、以下のとおりである。 

  

・ギャンブル依存症家族教室 

ギャンブルの問題を抱える家族の方を対象としたギャンブル依存症家族講座。 

 

 

「ギャンブル依存症家族講座のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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・グループミーティング 

〈依存症当事者グループ〉 

依存症に関する正しい知識や理解を深め、アルコール、薬物、ギャンブルに頼ら

ない生き方を目指す仲間が集まり、ミーティングを開催している。 

 

「平成 28年度当事者グループミーティングのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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〈依存症家族グループ〉 

同じ悩みを持つ家族と気持ちを共有しながら、本人への対応などを話しあうグ     

ループミーティングを開催している。 

 

「平成 28年度依存症家族グループミーティングのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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・依存症対応スキルアップ研修会 

アルコール・薬物・ギャンブル依存症への理解を深めるための依存症研修会。 

 

・薬物依存症研修会 

薬物依存症へ対応するためのスキルを学ぶ依存症技術研修会。 

 

・アルコール問題研修会 

アルコール健康障害対策基本法を学び、アルコール健康障害への理解を深める依

存技術研修会。 

   

 

 

■普及啓発 

アルコール、薬物、ギャンブルに関して、様々なハンドブックやリーフレットを

作成し、普及啓発を図っている。 

  

 

 

「アルコール問題相談対ハンドブックの表紙および薬物依存症支援者のための相談対応ハンドブックの表紙」

アルコール問題の相談に活用できる 

「アルコール問題相談受付票」を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関の連携による薬物依存症者 

の支援を目的として発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「依存症周知のリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「アルコール問題相談対応のリーフレット」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「薬物依存症のリーフレット」 

〈家族向け〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈本人向け〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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「ギャンブル依存症の理解・対応についてまとめたリーフレットの表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：長野県精神保健福祉センターホームページ 
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【愛知県精神保健福祉センター】 

愛知県精神保健福祉センターでは、独自の回復プログラムである「AIMARPP」を

作成し、実施しているほか、「愛知県薬物問題支援機関リスト」を作成し、NPO 等民

間支援団体などに関する情報を提供している。 

 

 

■回復プログラム  

当事者支援として、平成 26年度より「ＳＭＡＲＰＰ」

を利用した回復支援事業を行っていた。平成 27年１月

に、「ＳＭＡＲＰＰ」 や先行実施している各センターの

ワークブックを基に作成した回復支援プログラム「Ａ

ＩＭＡＲＰＰ」を作成し、現在は、ＳＭＡＲＰＰに代わ

り愛知県精神保健福祉センターの回復支援プログラム

のワークブックとして使用している。 

  

 

「回復プログラムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室 

薬物依存に関する学習と家族同士の交流を目的に、薬物問題に関する家族教室

を開催している。家族教室は、相談を受ける関係者の学習の場ともなっている。 

 

「家族教室のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県精神保健福祉センターホームページ 

 

 
 



 
 

横浜市における依存症対策の現状調査 

 

               80 

■普及啓発 

・冊子 

薬物問題の支援機関について、「愛知県薬物問題支援機関リスト」を作成してい

る。リストでは、県・市町村期間や医療機関、NPO 等民間支援団体などに関す

る連絡先やホームページアドレスなどの基礎情報のほか、参加対象者や活動内

容なども掲載されている。 

 

「愛知県薬物問題支援機関リストの表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：愛知県精神保健福祉センターホームページ 
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【三重県こころの健康センター】 

三重県こころの健康センターでは、NPO 法人三重ダルクと協働・共催で依存症

に関する講演会やフォーラムを開催するほか、メールマガジンを活用した普及啓発

を行っている。 

 

■家族教室 

薬物・アルコール・ギャンブル等の依存症問題で困っている家族を対象に、共通

する多くの悩みや不安について一緒に考えたり、話し合ったりする場として「家族

教室」を開催している。「依存症」について学び、回復につながる対応方法を話し

合い、さらには家族自身を振り返る機会を提供している。 

 

「依存症問題家族教室のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センター 
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■普及啓発 

・冊子、リーフレット等 

「依存症社会資源情報」 

依存症に関する支援機関や社会資源の

情報に関する冊子を「こころのケアガイ

ドブック」から抜粋（一部追加）して平

成 28年 10月改訂版を作成している。依

存症全般の相談機関、アルコール、薬物、

ギャンブル依存症、摂食障害に加え、そ

の他依存症としてネット依存や窃盗癖、

買い物依存症、性嗜好障害についても掲

載されている。 

 

 

 

  

 

 

「薬物（シンナー・覚醒剤など）を使い始めてしまったら」 

「薬物を使い始めてしまったら、家族・本人はどうしたらいいのか」をテーマに、

薬物使用のきっかけ～回復までのポイントをセンターパンフレットから抜粋し

てホームページ上に掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 

   

出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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・ホームページ、メールマガジン  

「自助グループなどの紹介と連絡先」 

ホームページ上で、「自助グループ」、

「NA・NAR-ANON」、「三重断酒新生

会」、「AA・Al-Anon アラノン家族グ

ループ」それぞれの活動日時、活動場

所、連絡先などを紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 

 

「メールマガジン」 

   平成 22 年度より関係機関向けに年４回、メールマガジン（センターだより

「こころの健康」）の配信している。また、ホームページ上では、バックナンバ 

ーが掲載されている。 

  なお、平成 28 年度については、1 月発行に発行した「センターだより 心の

健康第 27号」で、依存症をテーマに取り上げている。 
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「センターだより 心の健康 第 27号（１ページ目）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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・講演会、フォーラム、研修会 

〈講演会〉 

平成 28 年度は、NPO 法人三重ダルクとの協働により、講演会を実施してい

る。テーマは「当事者を中心とした依存症治療・回復支援」で、医療、保健、

福祉、教育、更生保護など精神保健福祉および依存症関連問題に従事する方々

を対象としている。 

 

「講演会のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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〈フォーラム〉 

毎年、NPO 法人三重ダルクと共催で、県民をはじめ、依存症で悩まれてい

る当事者、家族、支援者（教育、医療、保健、福祉、更生保護などに従事する

者）を対象に 「薬物依存症フォーラム」 を開催している。平成 28年度の実

施内容は、講演（「依存症の本質と回復へのヒント」）と対談（「私たちの回復

のために必要なこと」）で、170名が参加した。 

 

「薬物依存症フォーラムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：三重県こころの健康センターホームページ 
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【大阪府こころの健康総合センター】 

大阪府では、依存症治療拠点機関設置運営事業を活用した依存症関係機関のネッ

トワークである大阪アディクションセンターを設立し、依存症対策に取組んでいる

ほか、大阪府こころの健康総合センターにおいても、家族教室や事例検討会を実施し

ている。 

 

■家族教室 

・薬物依存症者家族サポートプログラム 

薬物の問題で困っている家族のためのプログラムであり、「CRAFT26ワークブ

ック」に基づいたテキストを使用している。平成 28年度は、２グループに分け

て、全８回、開催している。 

「薬物依存症者家族サポートプログラムのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 

                                                   
26 CRAFT（クラフト）…Community Reinforcement And Family Training：飲酒問題

や薬物問題に悩む家族のためにアメリカで開発されたプログラム。対立を招かずに、治

療を勧める方法を学ぶ。 
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■普及啓発 

・冊子、リーフレット等 

「飲酒運転に潜むアルコール依存症」 

飲酒運転防止の啓発や大規模な取締りがありながらも飲酒運転がなかなか減

らないことの背景に、アルコール依存症をはじめとする飲酒問題が控えてい

ることが推測されています。飲酒運転違反歴のある男性ドライバーのほぼ二

人に一人がアルコール依存症の疑いがあった、という調査もあります。 

このパンフレットは飲酒運転が引き起こす不幸な事故が無くなることを願っ

て作成いたしました。 

   ※「はじめに」より抜粋 

 

「飲酒運転に潜むアルコール依存症のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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「アルコール問題で悩んでいる人向けのリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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「処方薬依存の問題で困っている人向けのリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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「ギャンブルの問題で悩んでいる人向けのリーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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・研修 

平成 28 年度は、大阪府内（大阪市および堺市を除く）の保健・福祉・医療・

司法・教育分野の関係者を対象に、薬物依存症者およびその家族の相談事例に

ついて、講師の助言を得ながら、ケースの理解を深める事例検討会を実施し

た。各分野から参加している職員がそれぞれの機関の役割や課題など現状を報

告し、連携につなげることも目的の一つとしている。 

 

「研修案内のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典：大阪府こころの健康総合センターホームページ 
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【島根県立心と体の相談センター】 

島根県立心と体の相談センターでは、ギャンブル障害に特化した回復トレーニン

グプログラムである「SAT－G」を実施しているほか、ギャンブル障害の簡易チェッ

クなどが掲載されたリーフレットを発行するなど、ギャンブル依存症に特徴を持っ

た取組を行っている。 

 

■回復プログラム 
・「SAT－G（島根ギャンブル障がい回復トレーニングプログラム）」 

 ギャンブルに頼らない生活を取り戻すことを目指し、主に「自身のギャンブル

問題の整理」「ギャンブル障がいの理解」「ギャンブルの再開防止に向けた具体

的対処と今後への備え」について、ワークブックを用いて学ぶプログラムで、

平成 29 年度は、全５回のプログラムを月１回実施している。 

 

「『SAT-G 集団プログラム』のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：島根県立心と体の相談センターホームページ 
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■普及啓発 

・リーフレット 

ギャンブル障害の特徴や自助グループの紹介、ギャンブル障がいの簡易チェ   

ックなどが掲載されたリーフレットを発行している。 

 

「『ギャンブルの問題で悩んでいませんか？』リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：島根県立心と体の相談センターホームページ 
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・セミナー 

希望のあったところに対して、島根県断酒新生会と山陰嗜癖行動研究会と共同   

で、『アルコール関連問題地域セミナー』と『アルコール関連問題学校セミナー』

を開催している。 

 

「アルコール関連問題地域セミナーのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アルコール関連問題学校セミナーのチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：島根県立心と体の相談センターホームページ 
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【広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）】 

広島県立総合精神保健福祉センターでは、広島版回復支援プログラム「ＨＩＭＡＲ

ＰＰ」や薬物依存症家族教室を行っているほか、精神保健福祉業務に携わる職員など

を対象にした専門研修も実施ししている。 

  

■回復プログラム 

「依存症回復プログラム」 

27年７月より、広島県版回復支援プログラム（ＨＩＭＡＲＰＰ）を行っている。 

 

「相談案内のチラシ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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■家族教室 

「薬物乱用・依存の問題に悩むご家族のための家族教室」 

薬物乱用・依存の問題に悩むご家族のための家族教室を開催している。 

 
「薬物依存症家族教室のご案内のチラシ」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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■普及啓発 

保健所、市町、社会復帰施設、そのほかの関係諸機関などで精神保健福祉業務に携

わる職員などを対象に、専門研修を行っている。 

 
 

「薬物依存症対策支援者スキルアップ研修」 

 

「研修のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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「アルコール健康障害対策支援者スキルアップ研修」 

28年度は２回実施（８月、10月）、その他、アディクション対策支援者研修として、

インターネット依存や摂食障害の研修実施している。 

 

「研修のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島県立総合精神保健福祉センター（パレアモア広島）ホームページ 
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【福岡市精神保健福祉センター】 

福岡市精神保健福祉センターでは、薬物依存症者回復プログラムの実施や、薬物依

存症問題を抱える家族のための家族教室、アルコール家族教室等を行っている。また、

アルコール、薬物、ギャンブル等の依存症関連の相談やリーフレットや冊子の作成、

こころの健康に関する広報誌を作成し、普及啓発に取組んでいる。 

 

■回復プログラム 

「依存症回復プログラム」 

認知行動療法をベースにした回復支援プログラムを行なっている。 

 
「回復プログラムのチラシ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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■家族教室 

「薬物依存問題を抱える家族のための教室」 

薬物依存症とはどのような病気なのか、また本人への対応の仕方などについて学

ぶための教室 

「家族教室のチラシ」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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「アルコール家族教室のチラシ」 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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「依存症市民講演会のチラシ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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■普及啓発 

依存症全般のリーフレットを作成し普及啓発を図っている。 

  
「依存症関連 リーフレット」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市精神保健福祉センターホームページ 
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